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広報あぐい　２０１１年５月１５日号
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○ ８９ ココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををを育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめににににににににににににににににににににコミュニケーション能力を育むために
　一貫教育プロジェクトでは、円滑な人間関係を営むために、子どもたちのコミュ
ニケーション能力 (話したり聞いたりする力 )の育成も大切であると考えていま
す。そのため、国語の授業を中心に、身に付けさせたい内容を重点指導事項とし
て学年ごとに指導しています。

　コミュニケーション能力の基本として、場に応じた声の大きさ（声のものさ
し）と、話し方（話型）をすべての授業で意識させています。学年や小学校・中
学校により若干の違いはありますが、「声のものさし」や「話型」を示す掲示物
を作成し、教室に掲げています。
「声のものさし」
　近年、電車の中で大声で話をする子、相手に聞こえない声で話して伝えたつも
りでいる子がいます。相手を意識して、しっかりと自分の思いを伝えるためには、
伝えたい相手との距離や人数を考え、適切な声の大きさで話すことが大切です。
「クラスのみんなに聞こえるように、３の声で発表しようね。」
「グループごとの話し合いだから、他のグループに迷惑をかけないように、２の
声で話そう。」
などと、子どもたちに分かりやすく、簡潔に指導するための工夫が、この「声の
ものさし」です。
「話型」
　子どもたちの発言や会話を聞いていると、単語だけで話している場面がよくあ
ります。
「先生、トイレ。」
「先生はトイレではありません。」
皆さんは、この会話をどう思いますか？「先生、トイレに行かせてください。」
が正しい話し方です。
　授業の中でも正しい話し方があります。これは、決して型にはめようというも
のではありません。基本がしっかり身に付いて、はじめて応用ができると考えて
います。また、小学校低学年と高学年では、基本の内容も変わってきます。一度
各学年の教室をのぞき、比べてみてください。

　この「声のものさし」と「話型」は、家庭でも気をつけていただくと効果はさ
らに上がると思います。子どもが話すときの声の大きさや話し方を少し意識して
聞いていただき、根気強く声がけをしてみてください。そのときのコツは、決し
て感情的に叱らない、少しできたら褒めるの２つです。
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国語科コミュニケーション能力（「話す」「聞く」）重点指導事項一覧表(一部抜粋)

身に付けさせたいこと 
（「話す」「聞く」） 

相違点や共通点を考えて 
話の中心に気をつけて 

筋道を立てて 

順序を考えて 

大きい声で、はっきりと 

重点となる単元「教材名」 

よりよい意見にまとめよう 
「話し合って決めよう」 

考えを整理して話し合おう 
「名前をつけよう」 
 

友だちに分かるように話そう 
「あったらいいな、こんなもの」 

はっきり　話そう 
「みんなに　しらせたい　こと」 

指導のポイント 

・賛成・反対などの立場をはっきり 
　させる。 
・大事なことは、繰り返したり、ゆっ 
　くり 

・理由を話す。 
・順序が分かるように話す。 

・つなぎ言葉を使う。 
・大事なことを落とさずに。 

・話し方や質問の仕方を知る。 
・身近なことを題材に取り上げる。 
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□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）


